
Windows11







Windows11 10月5日正式リリース

• しかし、マスコミの取り上げ方は
Windows10の時と格段に違がっている。

それは、Windows１１をインストール出来るパソコンが
限定されるからです。
PC正常性アプリで対応できるか確認して、初めて移行できる。

具体的には、2016年前後に発売されたパソコンが対象。
私の所有している５台のWindowsパソコンでは１台でした。



理由は、UEFI,セキュアブート対応 と
TPM２．０が導入されていることが条件。







CSMとは？

• Compatibility Supported Module【CSM】と呼ばれるシステム
は、従来のBIOSをエミュレートして互換性を保つための仕組み
です。

• UEFIを実装している殆どのマザーボードで内蔵されているシス
テムで、これが有効になっていると従来のBIOS（レガシー
BIOS）を通しての起動が可能になります。





古いものは、「レガシ」

Windows管理ツール → システム情報で表示される。



暗号化するためのIC  





盗めてもデータを
読みだせない。





デバイスマネージャー画面

この項目があると、
暗号化できデータを守
れる。



Windows11はWindows 10から何が変わったか？

• Windows 11の大きな特徴は、スタートメニューやホーム画面
をはじめとするデザインが刷新され、シンプルで使いやすいUI
になったことです。ここでは、主な機能（変更点）を紹介しま
す。



UIが刷新された。

• UIは、丸みを帯びたガラススタイルのデザインが採用され、中央に
配置されたコンテンツ、新しいアニメーションやテーマの追加など、
新たなビジュアルデザインが採用されています。

• 特徴的なのは「スタート メニュー」で、従来のタスクバー左端から
画面中央に移動し、ピン留めされたアプリと[おすすめ]セクションの
みが表示されるように変更。[おすすめ] セクションでは、PCや
「OneDrive」アプリがインストールされたスマホなどのモバイルデ
バイスで最近利用していたファイルがリストアップされます。

• また、「タスクバー」も中央に表示され、アプリのピン留め、起動、
切り替え、最小化、並べ替えなどを行うと、美しいアニメーション
で表示されます。



丸みのあるデザイン

スタートメニュー



スナップは、今回のWindows 11で注目を集めてい
る新機能で、アプリのウィンドウをデスクトップの
左右、上下の指定した位置に自動的に配置すること
ができる。この配置をウィンドウ右上から指定可能
になった。



必要な情報を手軽に表示できるウィジェット

• 「ウィジェット機能」により、ユーザーが必要とする情報を手
軽に表示できます。ウィジェット機能は、タスクバー上のウィ
ジェット アイコンをクリックするか、タッチ操作で左から右へ
スワイプするか、あるいは［Windows］＋［W］キーで呼び出
すことができます。

• 現在提供しているウィジェットには、カレンダー、天気、交通
情報、Microsoft To Do リスト、OneDrive の写真、スポーツ、
株価情報、ヒントなどがあり、項目の追加、削除、並べ替え、
サイズの変更などのカスタマイズが可能になります。



ウイジェットの画面

ウィジェットアイコン



Androidアプリが実行可能に

• Windows 11ではAndroidアプリが動作できるようになりました。
また、「Microsoft Store」を一新しAndroidアプリを探すこと
が可能になるとともに、Amazonとのパートナーシップにより
「Amazon Appstore」からもAndroidアプリがダウンロード可
能になります。

• なお、初期バージョンではAndroidアプリへの対応は含まれず、
「Microsoft Store」でAndroidアプリを利用できるようにする
取り組みを今後も続けることが発表されました。


